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0卓　　話　　ロータリー財団週間について

小　花　盛　雄　君

今日はロータリー財団週間に当りますのでいさゝか解

説を試みたい。ロータリー財団は後に述べる奨学金制度

を含めて、その目的は国際理解のため確実に且つ効果的

な企画を以って各国国民の間に理解と友好関係を増進す

るために設けられたものである。その中心となるものが

奨学金制度である。奨学生は20～29才の未婚の青年を対

象とし、各クラブより1年おきに1名づつ推鷲出来るこ

とになっている。奨学生の資格としては華しい規定があ

るが、簡単に表現すれば大学院に学んで学位をとるため

ではなく、国際間の理解と親善を国内国外を問わず熱意

を以って実行しようとする青年が望まれている。留学期

間は1年間であるが、国語難解な国への留学は追加奨学

生として2ケ年間留学出来る。

財団は1917年アトラソガでその提案があり、1928年ミ

ネアポリス大会で設立発足し、1931年に法律的に財産が

正式に確認された。1947年ポール・ハリス氏の逝去に当

り彼の遺志国際理解を深め世界平和に貢献する最も望ま

しい方法として、世界中のロータリアンが進んでこの財

団に寄附を申込み、1947～1959年の間に60ヶ国より男子

920名、女子270名の奨学生が選ばれ、44ヶ国へ派遣され

たような立派な財団になった。

財団の基金は世界中のロータリアンのみならず、広く
一般の寄附金によるもので、特にロータリアンは入会時

1人10ドルと毎年1人1ドルを寄附する慣例になってい

るが、これはあくまで自由意志であり強制されたもので

はない。

0新会員の横詳

新会員　　笹　原　桂　一　君

（KK笹原広喜商店専務）

昭和7年名門笹原商店の御曹子として生まれ、鶴岡南

高校を終え慶応義塾大学法学部に進み、更に卒業後は御

商売の実地研究のため紙業のKK中井商店に就職され昭

和34年に帰省、現在当市有数の実業家たる厳父広告氏の

片腕として酒屋されている青年紳士である。趣味はスポ
ーツなら何んでも好きと言われるように万能、特に中井

商店勤務中には野球やゴルフをやられた由。御家庭は慈

母きん子様のリードもよろしく郁子夫人との間に昨年誕

生された可愛いお嬢さんが居る。

新会員　　鈴　木　弥一郎　君

（鶴岡薬局経営者）

明治43年生まれ、鰻で有名な長山事の跡取りだったが

好きな化学を捨て切れず明治薬尊へ進み、卒業後は東大

病院薬局に入り研究、昭和9年料亭を閉鎮して薬局を開

業。温厚篤実な人格と誰からも親しまれる温容の持主で

今まで葉菜組合長、町内会長、町内商店会長などを経歴

され、現在鶴岡市薬剤師会長の要瓢こある。趣味は読書。

御家族は御両親は高齢で健在、良妻挺母の須美子夫人、一

粒笹の彗君は父業継承のため明治薬科大学を卒業され帝

国臓器KKで研究、先般掻宅された新進の薬剤師である

新会員　　五十嵐　一　郎　君

（山形日産自動車販売KK代表辰涼没）

大正3年生まれ、青少年時代より実業界に立志、当時

経済界の花形だった鶴岡南米会社に入社し故佐藤政吉氏

や故菅沢久五郎氏の訓育を受けた。戦争紫発で北麦や清

洲で軍駁生活を経験し、昭和18年より現在の会社に入り

今野金治都民の片腕となり自動等販売に尽力され、会社

を現在の隆盛に至らしめた努力実行の実業家。趣味は読

書や旅行が好きで、最近はゴルフにも相当関心を持たれ

ている。御家庭は政子夫人の内助の功と愛情に満ちた薫

育で高校3年のお嬢さんを頭に二男三女の張やかな和合

ぶり。

新会員　　小　島　　　武　智

（小島カメラ店代表項締役）

大正4年二百人町の酒屋さんに生まれ、鶴岡工業を卒

業後、フロンテア精榊こ燃えて清洲航空に就職し、航空

写真撮影技師として満豪の空を飛びめぐった空の芸術家

である。昭和15年にはサイゴンへ転じタイ仏印国境確定

委員として活厘し、太平洋戦争では南方輸送部隊の軍痛

としてシンガポールを中心に東南亜細亜各地を飛び歩い

た。終戦後現在地にカメラ店を開業し、過去の経験を生

かし商売益々御繁盛。趣味は多彩だが目下は寸暇をさい

てドライブを楽しんでいる由。御家族は令閏とよ夫人と

お子さんは一男一女の二人共に第三中学校に在学中。

0幹事報告

○会報到着　　東京、山形西各R・C

O例会日例会場などの変更

大阪西R・C12月30日（月）の例会は12月27日（金）

に練上げ、尚39年1月6日以降は新会場

阪神百貨店7憎グリーンルームに変更。

東京R・C l1月27日（水）例会は16．00より　会場不変
12月25日（水）例会は帝国ホテルスカイ

ルームに会場変更。

本荘R・C l1月15日（金）の例会は由利酒販コートで

○チャーターナイト案内

冨岡R．C（義馬県）12月8日10．00－15．30

冨岡工商会経にて　登録料￥2，500

〇二コ＝コ箱

御誕生おめでとう　三浦君、皆川君．鈴木（喜）君
奥様の御誕生おめでとう　早坂君

御多忙のため遅刻　小池君、三井（徹）君、新穂君

御用務のため早退　斎藤こ栄）君、五十嵐（三）君

文楽大会が成功して　吉村君

0本日の献立

さしみ（平まき）、焼物（鮭）、味噌汁（なめこ、豆筒、せり）


